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◆ News Release ◆ 

 

報道関係各位 

   
  
環境省と「国立公園オフィシャルパートナーシップ」を締結 

 

阪急交通社（大阪市北区梅田 代表取締役社長 酒井淳）は、3月10日（水）、環境省と「国立公園オフィ

シャルパートナーシップ」を締結しました。 

国立公園オフィシャルパートナーシッププログラムは、環境省と民間企業・団体が相互に協力し、日本が  

世界に誇る国立公園の美しい景観と、国立公園に滞在する魅力を世界に向けて発信し、国内外からの国立公園

利用者の拡大を図ることで、国内外の人々の自然環境保全への理解を深めるとともに、国立公園に所在する 

地域の活性化につなげることを目的としています。 
 

阪急交通社はこのプロジェクトに賛同し、これまで全国の地方自治体と連携して培ってきた長期滞在や  

ワーケーションプログラムなどに関するノウハウをもとに、全国の当社拠点において、日本各地の魅力ある 

国立公園を訪れる企画商品を造成し、利用者の拡大を図るとともに、地域の活性化に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     小泉環境大臣と阪急交通社 代表取締役社長 酒井淳（WEBシステムによる締結式）  

 

■当社における主な取り組み内容 
１． 国立公園内への誘客および国立公園内の宿泊施設での長期滞在、ワーケーション商品の企画・販売を 

全国拠点で実施する 

２． 国立公園を明示して商品販売することを通して、利用者への認知度向上に努める 

３． 国立公園内に所在する自治体と連携し、長期滞在、ワーケーションプログラムを促進する 

４． 当社が保有する発信媒体に、オフィシャルパートナーロゴマークを掲出する 

 

 ■期間 
  2021年3月10日から2025年12月31日まで 

 

阪急交通社は、これからも旅行事業を通じて観光需要を創出し、国や自治体と連携しながら自然環境の保全

への理解を深めるとともに、地域の活性化を推進してまいります。 

  
 

＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞  

株式会社阪急交通社 広報部 
〒105-0004 東京都港区新橋3-3-9   TEL：03-6745-7333 ／ FAX：03-6745-7351 

〒530-0001 大阪市北区梅田2-5-25  TEL：06-4795-5711 ／ FAX：06-4795-5724   


